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神奈川らしいスマート農業

本県の施設園芸（トマト）の特徴

・中小規模の施設が多い
（10a程度の施設を２～３棟所有）
・市場出荷以外に、直売も多い
・経営体ごとに、目指す経営が様々
→スマート農業への期待も様々
（収量、品質、省力化、病害虫・・・）
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凡例

・収量を落とさず、味にこだわりたい 平均糖度６、収量15ｔ/10a

２ かながわスマート農業普及推進研究会


